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第２４６８回 ２０１８年９月１３日(木) 秋川霊園国際墓碑墓参例会報告

秋川霊園国際墓碑墓参
11時30分 友愛墓碑前 読経・礼拝・墓参

○司 会 国際奉仕チーム 斉藤 貢 チームリーダー

【開会点鐘】12時30分 坡山浩二 会長

来訪者紹介
卓話講師
ＡＳＡＰ副理事長
大沼陽子 様

会務報告 坡山浩二 会長
1．国際慰霊墓碑への墓参お疲れ様でした。
新入会員の皆様の中には経緯をご存じな
い方もいらっしゃるかと思いますが、この国
際慰霊墓碑は1973年、クラブ創立5周年
の時に戦前・戦中に中国、朝鮮、台湾から
日本に来た方々のうち、その後無縁仏とな
り、昭島市福島の広福寺にて安置されて
いたご遺骨を納め慰霊するために当クラ
ブが建立したもので墓碑正面の「友愛」の文字は当時の鈴
木ガバナーの揮毫によるものです。

2.本日の例会場、セレモニーホールあきる野は、当クラブの元
会員であります谷口様のご厚意により、毎年無償にてご提
供いただいております。
谷口さまの友情に心より感謝申し上げます。

3.一昨日、昭島市民ゴルフ大会が開催されました。
参加者は約200名、当クラブからも多数の会員が参加いた
しましたが、今年7月入会の髙橋文博会員が優勝され、斉
藤貢会員もシニアの部で準優勝されました。

4.昨日、第3回指名委員会が開催され、2019-20年度の役員
・理事候補者がすべて指名されました。この候補者を今月
理事会に上程、その後12月の会員総会にて皆様にお諮り
して確定という手順になります。
例年より早く、そしてスムーズに進んでいるようです。これは
向山会長エレクト、矢口幹事エレクトのご人徳でしょう。

5.11月に医療支援でベトナムへ参ります。
また、来年2月には地区大会がグアムにて開催されます。ど
ちらも参加者を募集しておりますので是非ご参加ください。

幹事報告 畢 煜 幹事
1．先日案内させていただきました、ベトナム
医療支援医療器機寄贈式参加ツアーは
斉藤チームリーダーが企画するおもてな
し満載の旅となるので、ぜひ参加して下さい。

2．9月20日(木)に開催される2018-19年度
第1回会員研修炉辺会の申込締切は9月
15日(土)となっています。
たくさんのご参加をお待ちしております。

3．例会変更の案内 東京立川こぶしRC
メックアップの際、ご確認をお願いします。

チーム報告
親睦活動出席チーム

親睦活動出席チーム
※ニコニコボックス発表 平 雅徳 委員
坡山会長 ＡＳＡＰ副理事長・大沼陽子様、本

日は卓話よろしくお願い致します。
いつも会場をご提供頂いておりま
すセレモニーホール谷口様の友
情に心から感謝申し上げます。

畢 幹事 ＡＳＡＰ大沼副理事長、卓話をよろし
くお願いします。
斉藤さん二週連続の司会お疲れ様です。

出席報告 丸鶴信一 委員
会員総数 出席免除 出席義務者 本日の出席

５４名 ５名 ４９名 ２８名
事前メークアップ 本日の出席率

７名 ７０.００％
事前メイク 安保会員、植松会員、相田会員

場崎会員、西野会員、柳 会員
鈴木(圭)会員

メークアップ なし

本日の合計 20,000円
累 計 588,000円
予算達成まで 1,712,000円



【卓 話】
テーマ「カンボジア事業報告」

ＡＳＡＰ副理事長 大沼陽子 様

１月、４月、８月に訪問して参りましたの
で、訪問の様子と支援の状況をお伝えします。
カンボジアでどのような活動をしているの

か、４月訪問時の動画を参加した支援者が
作ってくれましたのでご覧ください。

＜プロジェクターによる報告＞
毎回このような訪問を重ねながら実際に現場を見ながら支

援を積み重ねています。
この動画の訪問時は建築中の小学校校舎の確認とマザー

活動に関してのことが中心でしたので､話し合いの場面が殆ど
はいっていませんでしたが､通常の訪問ではここに各学校で
の話し合いにかなり時間を費やします。
では、この一年皆様からの支援金でどのような支援が形と

なったのかをお伝えします
先ず、去年開校した高校が順調にスタート致しました。現在

新一年生４３人ほどです。
１月に訪問した時に「両親が学校教育を受けている家庭」と

聞いたところ１名でした。
先生達からは、国からの予算がほとんどなく、本や実験道

具やパソコンなどを購入する予算が全くないそうです。８月訪
問時に、本を買う為に支援金を渡してきました。
この高校と同じ敷地に、ＡＳＡＰが寄贈した中学と小学校が

ありますが、運動できる広い運動場がありません。
「子ども達に運動を」という思いから、１月に大グラウンドを寄

贈しました。これは長谷川理事長が９０才お祝いにと全額を寄
付しました。１００万円でグラウンドが出来ます。カンボジアの
子どもたち、地域に大きな貢献が出来ます。皆様いかがなも
のでしょうか。
８月には。小さな小学校１４５人が職員室を含む３教室で授

業をおこなっていたホンターン小学校に４教室の新校舎を寄
贈する事が出来ました。新しスタートです。
その他、今まで同様に、新一年生への制服寄贈や、教材

や教具を購入する為の教育支援金を支援校全てに支援して
学校運営と未就学児童解消へのサポートを実施することが出
来ました。
続いて、お待たせしました。
昭島ロータリークラブさんより頂いた例のソーラパネルや、

自転車、ピアニカのその後をお伝えします。
ソーラパネルの一つを取り付けたMother to Mother活動

の作業所に､とうとう電気が入りました。
ここで「移動式」が大きな力を発揮しました。もう一台を使っ

ている小学校にはまだ当分電気が入る予定がないために、そ
のパネルを移動致しました。
ピアニカは、先行投資だといわれたことが残っていますが、

まったくそのとおりだったのです

活動が認められて「ＪＨＰ」よリピアニカの寄贈につながった
ネズミの被害 → ロッカーを購入
ＡＳＡＰもカンボジアでの活動が１２年にもなりますと､色々

見えてきたり感じていることがあります。
それは、ポルポトの行った知識人の大虐殺､つまり教育出

来る人材がゼロになってしまったことの重大さです。教育出来
る者が国内にいなくなったという事は本当に大変と実感します。

教員養成校に視察に行き
ました。
＜音楽の事例＞
音楽教室で音楽を教える

先生がおりません。音楽だけ
ではなく美術や体育など同様
です。
先ほどご紹介したＡＳＡＰの

大グラウンドに話に戻させて頂きますが､運動が出来るグラウ
ンドが出来ても、生徒への体育指導を知っている先生がいない
のです。経験がないからです。
小さなＮＰＯのできることはたかが知れてはいますが、出来

ることは行っていきだいと思います！
今年の夏に教員対象の体育講習会を開きました
先生の感想を紹介します
１２年経つと教育事情も変化し､シェムリアップの街もきれい

に変化し貧富の差が以前よりも大きくなっているのを実感しま
す。活動の中では泣きたくなるような忙しくてつらい事も起きま
す。それでも真つ黒な洋服を着た子ども達、お米とほとんど具
のないスープのご飯､一回り小さい子ども達、そんな村の様子
を見ている者としては今活動を止めるわけにはいきません。
校舎が建っても、トイレが全

く機能していない学校がありま
す。教室が足りず掘立小屋で勉
強している子供たちがいます。
そんな私の背中を支えてく

れているのは、今回の様に、
活動を支えて下さる方々の存
在です。
本日は報告をお聞き頂きありがとうございました。

＜お知らせ＞

謝辞・記念品贈呈
奉仕プロジェクト委員会
向山英雄 委員長

点鐘閉会
坡山浩二 会長

例会案内
９月２７日(木) 第２４７０回例会

卓 話

左より 畢 幹事、内山健志教授
村山委員、坡山会長

左より 畢 幹事、向山委員長
ＡＳＡＰ副理事長・大沼陽子様
坡山会長


